
 

 

 

 

 

            変化の大きい時代の中で必要な力をつける 

校長 林 秀次 

 

今なおコロナウイルスの影響が続く中、令和元年度が終わろうとしています。３月２日からの臨

時休校のため、予定されていた児童会による卒業を祝う会もできなくなりました。そんな中、下級

生が動いてくれました。６年教室でミニ送る会を開いてくれた５年生、作成した掲示物などを６年

教室へ持って行ってくれた他の学年、突然の出来事でも、６年生の立場を考えて動くことができた

子供たちがいることを、大変うれしく誇りに思っています。 

また、１７日の卒業式は縮小した形で行いましたが、卒業生１４名の笑顔を見ることができまし

た。この１４名は、本校が統合されたときに入学し、初めて６年間を本校で過ごした子供たちです。

伝統を作り、育て、受け継ぐ、まさしく本校の歴史とともに成長してきました。彼らの成長を祝う

とともに、その成長を支えてくださったすべての方に感謝いたします。 

式辞では、株式会社トイズプランニング代表取締役北原照久さんの「心は聞いた言葉で作られる。

未来は話した言葉で作られる。」という言葉を用い、人との関わりを大切にしてほしいこと、そし

て、この変化の大きい社会の中で、未来を作り上げていくために必要な力を付けてほしいことを話

しました。 

 未来を作り上げる力、それは一見関係のない事柄をつなぎ合わせ、新しい価値を生み出す力だと

考えます。この力は将来、五箇山地域を守り育てていく知恵へと昇華します。その力を付けるには、

見たい、知りたい、やってみたい、という「たい」と、やりとげたいという「とげ」が重要です。

この「たい」と「とげ」によって教科の学びは他教科や日常生活とつながります。その中で驚きや

感動、新たな発想が生まれ、新しい価値へとつながっていきます。 

新しい年度に向け、卒業生１４名が作り守り育ててきた伝統が受け継がれるよう、そして、変化

の大きい時代に対応していくことができる力を付けられるよう子供たちの指導にあたりたいと、気

持ちを強くしているところです。 

今後とも保護者・地域の皆様のご支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

 

 

 

令和２年度４、５月の行事予定 
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４月 ６日（月） 新任式 始業式 給食開始  

 ７日（火）  入学式   

８日（水） 校外班集会 

１３日（月） 身体測定 

１４日（火） 交通安全教室 

１５日（水） 避難訓練（火災時） 

１７日（金） 内科検診 

１８日（土） 学習参観 ＰＴＡ総会 

学年懇談会 

  ２０日（月） 学習参観日の振替休業日 

２８日（火） 児童集会   

５月１３日（水） 小中高合同運動会予行 

１６日（土） 小中高合同運動会 

１７日（日） 小中高合同運動会予備日 

１８日（月） 小中高合同運動会振替休業日 


